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神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）
欧文数字を入力

1

2

3

4

5

6

7

9

8

10

1

2

3

4

5

6

7
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8

10

昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可（ ）

欧文数字を入力

帰
気
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毅
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毅
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毅
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毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅

テキスト片手に院内ラウンドをしてみよう

ついに発刊概　2012年改訂版

『届出医療の活用と留意点』
　入院点数の日常管理＆適時調査対策の“バイブ
ル”とご好評のテキスト、『届出医療の活用と留
意点』2012年度・改訂版を刊行いたしました。
　入院料等や入院基本料等加算の施設・算定要件
だけでなく、在宅医療
やリハビリなど届出医
療全般を網羅。膨大な
施設基準・通知類など
を“チェックリスト”
形式やチャート・表に
編集し、日常管理に際
して、誰でも利用しや
すい唯一無二のテキス
トです。

姻

胤

飲

蔭

引引引引引引引引引引引引

引引引引引引引引引引引引

淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫

淫
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淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
淫
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淫
淫
淫
淫
淫
淫

（ 2）第1871号2012年10月15日

　「
神
奈
川
県
に
お
け
る
看

護
教
育
の
あ
り
方
検
討
会
」

の
第
一
次
報
告
を
受
け
、
県

は
県
立
衛
生
看
護
専
門
学
校

の
准
看
護
科
の
新
入
生
募
集

を
２
０
１
４
年
度
で
打
ち
切

り
、
准
看
護
師
を
養
成
す
る

４
つ
の
養
成
施
設
へ
の
運
営

補
助
金
を
廃
止
す
る
方
向
を

打
ち
出
し
た
。

　
准
看
護
師
制
度
は
１
９
５

１
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の

で
、
戦
後
の
看
護
師
不
足
や

当
時
の
社
会
状
況
を
考
慮

し
、「
看
護
婦
（
師
）
を
助

け
、
看
護
の
総
力
を
構
成
す

る
要
員
」
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
た
。
そ
し
て
看
護
師
は

国
家
資
格
、
准
看
護
師
は
都

道
府
県
知
事
に
よ
る
資
格
と

し
て
二
本
立
て
の
制
度
で
発

展
す
る
が
、
民
間
の
医
療
機

関
の
看
護
職
員
確
保
の
困
難

さ
か
ら
、
准
看
護
師
の
養
成

は
、
主
と
し
て
医
師
会
立
や

病
院
立
と
し
て
運
営
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
　
年
　
月
に
出
た
「
准
看

９６

１２

護
婦
問
題
調
査
検
討
会
報
告

書
」
で
は
、
将
来
の
需
給
状

況
は
余
裕
あ
り
と
判
断
し
、

少
子
化
・
高
学
歴
化
の
下
、

准
看
護
師
の
養
成
を
縮
小
し

て
い
く
よ
う
提
言
し
て
い

る
。
そ
し
て
厚
生
労
働
省
や

看
護
協
会
は
、
准
看
制
度
の

廃
止
へ
向
け
て
同
様
の
ス
タ

ン
ス
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
准
看
か
ら
正
看
へ
の

転
換
を
推
奨
す
る
こ
と
に
な

り
、
現
在
の
看
護
師
へ
の
道

は
複
数
存
在
し
、
大
変
複
雑

と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
の
需
給
見
通
し

は
大
い
に
は
ず
れ
、
医
療
現

場
の
看
護
職
員
不
足
は
大
変

な
状
況
を
呈
し
て
い
る
。
特

に
神
奈
川
県
は
、
人
口
あ
た

り
の
看
護
職
員
数
が
全
国
最

下
位
を
し
ば
し
ば
占
め
て
い

る
。
前
記
の
「
あ
り
方
検
討

会
」
の
第
１
回
会
議
の
あ
い

さ
つ
で
、
黒
岩
知
事
は
こ
の

状
況
に
対
す
る
危
機
感
を
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
現
場
が

そ
う
い
う
状
況
に
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
正
看
護
師
の

養
成
定
員
を
十
分
補
わ
ず

に
、
た
と
え
約
２
０
０
人
の

准
看
護
師
の
養
成
定
員
で

も
、
こ
れ
を
廃
止
、
あ
る
い

は
運
営
補
助
金
を
停
止
す
る

と
い
う
の
は
大
い
に
矛
盾
を

感
じ
る
。

　
特
に
准
看
護
師
が
多
く
働

く
診
療
所
や
介
護
施
設
で

は
、
今
後
も
引
き
続
き
看
護

職
員
不
足
に
悩
み
続
け
る
。

高
度
医
療
を
担
う
病
院
で

は
、
確
か
に
そ
れ
に
見
合
う

教
育
を
受
け
た
人
材
が
必
要

だ
が
、
介
護
の
現
場
で
は
必

ず
し
も
高
度
な
技
術
の
習
得

は
必
要
で
は
な
い
。
准
看
護

師
の
任
務
を
再
考
し
、
新
た

な
位
置
付
け
も
可
能
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
看

護
師
資
格
を
一
本
化
す
る
と

し
て
も
、
看
護
職
員
不
足
へ

の
対
応
策
を
立
て
た
後
に
展

望
す
べ
き
で
あ
り
、
今
回
の

決
定
は
短
兵
急
な
結
論
で
あ

る
。是
非
再
考
を
求
め
た
い
。

　
ま
た
、
そ
の
一
方
で
に
わ

か
に
「
特
定
看
護
師
」
資
格

が
浮
上
し
て
き
て
い
る
。
医

師
の
業
務
の
一
部
を
担
う
資

格
と
な
る
も
の
だ
が
、
看
護

資
格
の
一
本
化
を
求
め
る
意

見
と
矛
盾
し
な
い
だ
ろ
う

か
。
看
護
師
養
成
学
校
が
減

少
し
て
い
る
一
方
で
、
看
護

大
学
は
増
加
し
て
い
る
。
は

た
し
て
看
護
大
学
の
卒
業
生

は
、
病
め
る
人
に
寄
り
添
え

る
看
護
師
と
し
て
成
長
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
危

惧
が
払
拭
で
き
な
い
で
い

る
。
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准
看
護
師
養
成
の

急
な
廃
止
に
反
対
す
る

第
　
期
第
　
回
理
事
会
　
８
月
　
日（
木
）

２５

２１

２３

【
議
長
感
想
】

　
　
理
事
会
に
先
立
ち
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
の
鈴

木
理
事
か
ら
「
情
報
管
理
研

修
」
が
あ
り
、
理
事
会
は
　１９

時
　
分
か
ら
行
わ
れ
た
。

４０

　
　
７
月
の
理
事
懇
談
会
の
評

価
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
現

在
議
論
さ
れ
て
い
る
「
医
療

基
本
法
」
に
関
す
る
意
見
交

換
。
前
半
は
議
論
の
到
達
点

を
理
事
長
が
説
明
、
後
半
は

３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
の
議

論
を
行
っ
た
。
一
部
の
理
事

か
ら
準
備
段
階
で
の
改
善
の

意
見
は
あ
っ
た
も
の
の
、
初

め
て
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
討
論

形
式
は
多
く
の
理
事
か
ら
好

ま
し
く
受
け
止
め
ら
れ
た
。

　
税
・
社
会
保
障
の
一
体
改

革
に
つ
い
て
は
、
法
案
阻
止

の
国
民
運
動
を
ど
う
構
築
す

る
か
な
ど
、
積
極
的
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
　
各
部
会
等
の
報
告
で
は
、

開
業
セ
ミ
ナ
ー（
税
対
経
営

部
）、准
看
廃
止
問
題（
政
策

部
）、会
員
増
加（
組
織
部
）、

降
圧
剤
の
学
会
誌
掲
載（
学

術
部
）等
、活
発
な
活
動
報
告

が
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

　
　
ま
た
、
県
下
の
課
題
と
し

て
「
神
奈
川
臨
調
中
間
意

見
」
の
問
題
点
が
報
告
さ

れ
、
今
後
の
取
り
組
み
が
提

案
さ
れ
た
。
ま
た
総
会
で
意

見
が
あ
が
っ
た
表
彰
対
象
者

の
見
直
し
案
が
承
認
さ
れ
、

ま
た
、
今
期
第
３
回
臨
時
評

議
員
会
の
議
題
・
任
務
分
担

も
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長
・
桑
島
〇医 
）

『「戦後再発見」双書１
戦後史の正体』

著者：孫崎　享、創元社
２０１２年、定価１,５７５円

日
米
関
係
の
光
と
影

横
須
賀
市
　
高
橋
　
健
作

を
張
れ
ば
干
さ
れ
る
。
大
き
く

間
違
っ
て
い
て
も
群
れ
の
な
か

で
論
を
述
べ
て
い
れ
ば
、
常
に

主
流
を
歩
め
る
。
そ
し
て
群
れ

の
な
か
に
い
さ
え
す
れ
ば
、
い

く
ら
間
違
っ
た
発
言
を
し
て

も
、
後
で
検
証
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。こ
れ
が
日
本
の
言
論
界
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
正

論
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
原
発
事
故
で
の
マ
ス

コ
ミ
報
道
や
御
用
学
者
の
発
言

に
も
見
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。

今
後
の
日
米
関
係
や
日
本
の
将

来
を
考
え
る
た
め
に
も
是
非
一

読
を
お
薦
め
す
る
。
た
だ
し
、

対
米
自
主
路
線
が
憲
法
改
正
や

再
軍
備
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
な

歯
止
め
が
必
要
な
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

よ
う
に
９
月
　
日
に
米
国
の

２２

圧
力
で
原
発
ゼ
ロ
閣
議
決
定

が
回
避
さ
れ
た
と
い
う
新
聞

報
道
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
あ

る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
ま
た
し
か
り
で

あ
ろ
う
。「
た
と
え
正
論
で

も
、
群
れ
か
ら
離
れ
て
論
陣

の
か
な
ど
興
味
深
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
も
政
策
が
終
始
一

貫
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
そ

の
時
々
の
情
勢
、
状
況
を
的
確

に
把
握
し
て
い
な
い
と
日
本
の

立
場
は
危
う
く
な
る
と
分
析
す

る
。
米
国
の
利
益
・
国
益
に
反

す
る
政
治
家
、「
自
主
」
路
線
派

は
最
近
で
も
鳩
山
由
紀
夫
氏
、

小
沢
一
郎
氏
と
失
脚
し
て
い

る
。
圧
力
の
存
在
を
裏
付
け
る

後
史
を
解
り
易
く
読
み
解
い
て

い
る
。
ま
た
そ
の
圧
力
に
政
界

ト
ッ
プ
や
外
務
省
が
ど
う
対
応

し
て
き
た
の
か
、「
自
主
」
路
線

と
「
追
随
」
路
線
の
せ
め
ぎ
合

い
が
詳
細
に
検
証
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
日
本
の
外
交
の
道

標
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
終
戦

に
至
る
秘
話
や
日
米
安
保
条
約

や
日
米
地
位
協
定
の
制
定
さ
れ

た
過
程
な
ど
、
ま
た
そ
れ
が
現

在
ま
で
な
ぜ
継
続
さ
れ
て
い
る

イ
ラ
ン
大
使
、
防
衛
大
教
授
を

歴
任
し
た
 孫
崎
享
 氏
の
『
日
米

ま
ご
ざ
き
う
け
る

同
盟
の
正
体
』
を
高
校
生
向
け

に
書
き
直
し
た
本
で
、「
米
国
か

ら
の
圧
力
」
を
軸
に
日
本
の
戦

　
こ
の
本
は
元

外
務
省
・
国
際

情
報
局
長
、
駐

保険診療対策保険診療対策部部 病院・有床診向け学習会を開病院・有床診向け学習会を開催催

適時調査対策は万全ですか適時調査対策は万全ですか？？

①
入
院
診
療
計
画

　
計
画
書
書
式
の
誤
り
（
厚
労

省
様
式
で
定
め
る
項
目
、
例
え

ば
「
特
別
な
栄
養
管
理
の
必
要

性
の
有
無
」
欄
の
漏
れ
等
）
や

記
入
漏
れ
（
看
護
目
標
・
計
画

等
が
空
欄
、
日
付
の
漏
れ
等
）

が
な
い
か
？

②
院
内
感
染
防
止
対
策

　
感
染
情
報
レ
ポ
ー
ト
が
適
切

に
作
成
（
週
１
回
。
菌
検
出
ゼ

ロ
で
も
、
そ
の
旨
記
載
）、
か
つ

委
員
会
の
中
で
活
用
さ
れ
て
い

る
か
？

③
医
療
安
全
管
理
体
制

　
イ
ン
シ
デ
ン
ト
等
の
報
告
体

制
が
適
切
か
（
院
内
指
針
・
処

理
手
順
に
沿
っ
て
い
る
か
）？
、

職
員
研
修
は
計
画
に
基
づ
き
適

切
に
実
施
（
年
２
回
）
さ
れ
て

い
る
か
？

④
褥
瘡
対
策

　「
褥
瘡
対
策
に
関
す
る
診
療

計
画
書
」
は
様
式
に
沿
っ
て
い

る
か
？
危
険
因
子
の
評
価
後
、

該
当
患
者
に
対
す
る
診
療
計
画

欄
は
、
専
任
の
医
師
又
は
看
護

師
が
作
成
・
記
入
し
て
い
る

か
？

※
注
　
今
次
改
定
で
「
体
圧
分

散
式
マ
ッ
ト
レ
ス
等
」
を
適

切
に
使
用
で
き
る
体
制
が
要

件
追
加
さ
れ
た
。
有
床
診
や

「
褥
瘡
患
者
管
理
加
算
（
廃

止
）」未
届
出
だ
っ
た
病
院
も

該
当
す
る
の
で
要
注
意
！

⑤
栄
養
管
理
体
制

　
多
職
種
共
同
に
よ
る
管
理
体

制
か
？
、
栄
養
管
理
手
順
が
整

備
さ
れ
て
い
る
か
？
、
再
評
価

時
期
（
評
価
間
隔
）
の
記
載
が

あ
る
か
（
必
要
に
応
じ
て
計
画

が
見
直
さ
れ
て
い
る
か
）
？

※
注
　
有
床
診
や
「
栄
養
管
理

実
施
加
算
（
廃
止
）」
未
届
出

（
３
月
末
時
点
）
だ
っ
た
病

院
は
、
管
理
栄
養
士
の
配
置

義
務
が
猶
予
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
管
理
栄
養
士
が
い

な
く
て
も
、医
師
に
よ
る「
特

別
な
栄
養
管
理
の
必
要
性
」

の
有
無
チ
ェ
ッ
ク
や
該
当
患

者
に
対
す
る
栄
養
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
は
必
須
の
通
則
要
件

な
の
で
要
注
意
！

実
際
と
、
指
摘
さ
れ
や
す
い
項

目
、
日
常
管
理
上
の
留
意
点
に

つ
い
て
解
説
。
主
に
、
入
院
料

５
対
策
（
通
則
７
）、
入
院
時
食

事
療
養
、
リ
ハ
ビ
リ
、
薬
剤
管

理
指
導
（
Ｄ
Ｉ
ル
ー
ム
等
）、
保

険
外
徴
収
と
院
内
掲
示
等
に
関

連
し
て
、
盲
点
と
な
る
ポ
イ
ン

ト
を
実
例
紹
介
。

　
さ
ら
に
、
経
済
的
ペ
ナ
ル

テ
ィ
の
最
大
要
因
と
な
る
入
院

基
本
料
関
連
の
基
準
不
適
合
、

特
に
看
護
職
員
管
理
に
関
す
る

注
意
点
を
詳
説
し
た
。

有
床
診
も
お
忘
れ
な
く
！

入
院
料

「
５
対
策
」
は
大
丈
夫
？

　
以
下
は
、
入
院
料
「
５
対
策
」

で
見
落
と
し
易
い
内
容
の
一

例
。
詳
し
く
は
、
テ
キ
ス
ト

『
届
出
医
療
の
活
用
と
留
意

点
』（
左
枠
）
も
、
是
非
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
。

向
き
確
認
す
る
実
地
調
査
。「
監

査
」
と
は
異
な
る
「
行
政
指
導

（
任
意
）」
で
あ
り
、
不
合
理
な

指
導
に
は
冷
静
な
対
応
が
必
要

だ
が
、
届
出
基
準
に
不
適
合
と

な
る
と
不
備
判
明
時
点
に
遡
っ

て
自
主
返
還
を
求
め
ら
れ
る
。

返
還
期
間
も
「
最
大
５
年
」
で
、

個
別
指
導
に
も
移
行
し
易
く
、

日
常
的
な
要
件
管
理
が
重
要
と

な
る
。

　
学
習
会
で
は
、
適
時
調
査
の

　
保
険
診
療
対
策
部
は
９
月
　１４

日
、病
院
・
有
床
診
療
所
を
対
象

に「
失
敗
し
な
い
入
院
医
療
管

理
―
安
心
し
て
適
時
調
査
を
乗

り
切
る
た
め
に
」
と
題
し
、
適

時
調
査
対
策
を
念
頭
に
置
い
た

施
設
・
人
員
要
件
管
理
に
関
す

る
学
習
会
を
開
催
。
当
日
は
　１０

医
療
機
関
　
名
が
参
加
し
た
。

１７

　
施
設
基
準
等
「
適
時
調
査
」

と
は
、
入
院
点
数
に
代
表
的
な

届
出
医
療
の
施
設
・
人
員
基
準

等
の
適
合
状
況
に
つ
い
て
、
厚

生
局
側
が
入
院
医
療
機
関
に
出

当
日
は
　
名
が
参
加

１７

：

：

ご注文：保険診療対策部始045‐313‐2111

会員価格 5,000円


